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１  大豆の加工用途

■ 大豆の様々な加工用途 ■ 和食のユネスコ無形文化遺産登録

資料：農産局穀物課「大豆をめぐる事情」を一部加工
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２  大豆の栄養成分

○ 可食部100g当たりの主要成分割合

資料：文部科学省「日本食品標準成分表2020年版（八訂）」
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○ タンパク質1g当たりの必須アミノ酸(mg)

資料：文部科学省「日本食品標準成分表2020年版（八訂）」
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３ 食品用途に求められる品質

資料：農産局穀物課「大豆をめぐる事情」より

豆 腐

➢ とよまさり ➢ フクユタカ

＜求められる特性＞

➢ 粒揃いがよい ➢裂皮が少ない

納 豆

➢ とよまさり ➢ ユキシズカ

＜求められる特性＞

➢ 外観がよく大粒

煮 豆

➢ とよまさり ➢ 光黒

＜求められる特性＞

➢ 蒸煮した際の色調がよい

味 噌

➢ とよまさり 

＜求められる特性＞

➢ 品質・価格が安定していること ➢ 有機栽培等更に価値を付加したもの

＜販売傾向＞

➢ 消費者ニーズへの対応のため、国産使用は増加傾向

➢ 健康志向の高まりから大豆製品の需要が拡大傾向

➢ 地大豆製品を活用した町おこしの例もある

■ 用途別に求められる品質

■ 各業界共通で求める大豆の品質、大豆製品の販売傾向

➢ リュウホウ

➢ 丹波黒➢ 里のほほえみ

➢ フクユタカ

＜代表的な品種銘柄＞

＜代表的な品種銘柄＞

＜代表的な品種銘柄＞

＜代表的な品種銘柄＞

＜求められる特性＞

◼ タンパク質含有量が多い ■ 炭水化物含有量が多い

➢ フクユタカ
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４ 大豆の需要量（2022年）

出典：食料需給表
注：四捨五入の関係で、100％に一致しない場合がある。

飼料、種子
等

食品用
1,000千ﾄﾝ
（26%）

その他
163千ﾄﾝ
（4%）

食品用（国産）
234千ﾄﾝ
（23%）

食品用（輸入）
766千ﾄﾝ
（77%）

油糧用
2,732千ﾄﾝ
（70%）
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５  大豆の食品向け需要シェア（2023年）

納豆
（16.6%）

豆腐・油揚げ
（45.2%）

味噌
（12.9%）

豆乳
（6.6%）

その他
（13.1%）

煮豆
（2.7%）

醤油
（2.9%）

（令和４年）
食品用大豆
需要量

1,000千トン

※ 団体からの聞き取り等を基に食品製造課にて推計

凍豆腐、きな粉等
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６  大豆の輸入量及び主要国別シェアの推移

資料：財務省「日本貿易統計」（品別国別）
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７ 国産大豆の生産量及び作付面積

資料：統計部「作物統計」
（昭和59年までの畑作面積は、田畑計から田作を除いた値）
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■ 国産大豆の生産量・作付面積（田畑別）の推移

令和４年
24.3万㌧

令和4年
15.2万ha
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８ 大豆ミート食品類JAS

規格の基準 大豆ミート食品 調製大豆ミート食品

アミノ酸スコア
大豆ミート原料のアミノ酸スコアが
100であること

ー

大豆ミート原料
以外の原料

動物性原材料及びその加工品
を原材料として用いないこと

動物性原材料（食用鳥卵及び
乳を除く。）及びその加工品
（調味料を除く。）を原材料とし
て用いないこと

大豆たん白質含
有率

10％以上 1％以上

大豆

➢ 大豆たん白、脱脂加工大豆等を肉様に加工したもの（大豆ミー
ト）を主な原材料に使用した加工食品を大豆ミート食品類として
規格化することにより、次の効果が期待。

① 消費者が大豆ミート食品の内容物を正しく理解して、商品を
選択することが可能になる。

② 食肉を含む「大豆ミート」を植物由来のみと誤解した商品購
入を回避することが可能になる。

➢ ①「大豆ミート食品」（動物性原 材料
を使用していない製品）と

②「調製大豆ミート食品」（卵、乳、動
物性由来の調味料の使用を認める製
品）

の2つのカテゴリを規定。

➢ 原料のアミノ酸スコア、製品の大豆たん白
質含有率などの基準を規定。

大豆ミート食品類

◼ 規格の内容

◼ JAS化の背景

加工
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８ 醤油の輸出量及び輸出額（国別）
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資料：財務省「日本貿易統計」を基に農林水産省作成
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９ 味噌の輸出量及び輸出額（国別）
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資料：財務省「日本貿易統計」を基に農林水産省作成
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10 輸出促進法に基づく品目団体の認定（醤油・味噌）
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11 納豆の輸出量及び輸出額（国別）

資料：財務省「日本貿易統計」を基に農林水産省作成
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